
9
32

2012학년도 대학수학능력시험 9월 모의평가 문제지

제2외국어/한문영역(일본어Ⅰ)
1. 다음 낱말과 발음의 길이(박자)가 같은 것은?

学校

① きって ② とけい ③ らいしゅう

④ おばあさん ⑤ たんじょうび

2. 밑줄 친 부분의 발음이 서로 같은 것은?

① 元気 － 玄関 ② 住所 － 正月

③ 用事 － 予定 ④ 旅行 － 両親

⑤ 生活 － 世界

3. 빈칸 (a), (b)에 공통으로 들어갈 글자로 알맞은 것은? [1점]

バ (a) (b) カート

① ヌ ② ス ③ タ

④ ク ⑤ ケ

4. 빈칸에 공통으로 들어갈 말로 알맞은 것은? 

◦私は あまい ものには が ないんです。

◦本を 読みすぎて が わるく なりました。

① 目 ② 手 ③ 足

④ 口 ⑤ 頭

5. 빈칸에 들어갈 말로 가장 알맞은 것은?

A : この まちも 10年前までは 銀行も なく、病院も なく、

でしたよね。

B : そうですね。今は 何でも あって ほんとうに べんりに 

なりましたね。

① すき ② じゃま ③ じゆう

④ ふべん ⑤ にぎやか

6. <보기>의 낱말 연결 관계로 보아 빈칸 (a)에 들어갈 말로 

알맞은 것은? [1점]

<보 기>

(a)

はる なつ あき

いろ

あかい あおい しろい

① かたち ② からだ ③ きせつ

④ きもち ⑤ におい

7. 밑줄 친 부분의 쓰임이 옳은 것만을 있는 대로 고른 것은?

a. 風が ふいても 雪が ふっても 行きます。

b. この くすりは 子どもでも 大人でも 飲めます。

c. こちらの 天気は よくても わるくても ありません。   

① a ② c ③ a, b

④ b, c ⑤ a, b, c

8. 빈칸에 공통으로 들어갈 말로 알맞은 것은? [1점]

◦ことしは 去年  寒く ありません。

◦見れば 見る  おもしろい しゃしんです。

① ほう ② ほど ③ より

④ あまり ⑤ くらい

9. 밑줄 친 부분의 쓰임이 옳지 않은 것은?

① 来年の 4月に 日本へ 行きます。

② 月に 一度は 映画を 見に 行きます。

③ あいにく 5時に やくそくが あります。

④ ゆうべには 風が 強くて 寝られませんでした。

⑤ 山下さんと どようびに 会う ことに しました。

10. 빈칸 (a), (b)에 들어갈 말로 알맞은 것은?

  <電話で>

A : (a)  あいだ 行った 店、おいしかったね。

B : ああ、 (b)  店ね。ほんとうに おいしかったね。

店の 人も しんせつだったし。

A : また 今度 行こう。

(a)     (b) (a)     (b)

① この － この ② この － その

③ この － あの ④ その － その

⑤ その － あの
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11. 빈칸 (a)～(c)에 들어갈 글자를 조합하여 만들 수 있는 것은?

◦しぜんを 守 (a)  ことは 大切です。

◦つかれたね。ちょっと 休 (b)ない？

◦時間が ありますから、急 (c)なくても いいです。

① 始まる ② 上がる ③ 閉まる

④ 曲がる ⑤ 落ちる

12. 대화의 내용과 가장 관계가 있는 것은? [1점]

A : 先生、これは どうしますか。

B : まず、よく あらいます。それから うすく きって しおを 

かけて ください。

① かみを きる ② きものを きる

③ かおを あらう ④ くだものを かう

⑤ りょうりを する

13. 글의 내용으로 알 수 있는 것은?

  日本語には 「よく できる」と いう 意味で 「上手」と「得

意」と いう ことばが あります。日本人は 自分が 「よく でき

る」と 言いたい とき 「上手」は あまり 使いません。自分を 

自慢して いるように 聞こえるからです。その ときは 「私は 

中国語が 得意です」と 言った ほうが 自然です。しかし 「よ

く できない」と 言いたい ときは、「私は 中国語が 得意では 

ありません」も 「上手では ありません」も 使います。

*得
とく

意
い

: 능숙    *自
じ

慢
まん

: 자랑   

① ‘得意です’는 자신에게 쓸 수 없다.

② ‘得意’보다 ‘上手’가 더 잘 한다는 뜻이다.

③ ‘上手’보다 ‘得意’가 더 자랑하는 표현이다.

④ ‘得意では ありません’은 자신에게 쓸 수 없다.

⑤ ‘上手です’는 자신에게 쓰면 자랑하는 것처럼 들린다.

14. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것만을 <보기>에서 있는 대로 

고른 것은?

  <電話で すしを たのんでから>

中村 : さっき おすしを たのんだ 中村ですが、まだ 来て 

ないんですけど。

すし屋 : すみません。あと 10分ぐらい かかりそうなんですが、

 お待ちいただけますか。

<보 기>

a. いま すぐ      b. もう すぐ      c. もう しばらく

① a ② c ③ a, b

④ b, c ⑤ a, b, c

15. 밑줄 친 부분과 바꾸어 쓸 수 있는 것을 <보기>에서 고른 

것은?

A : すみません。本を 借りたいんですが、何さつまで 

借りられますか。

B : 10さつまでです。

<보 기>

a. お借りしますか b. お借りできますか

c. お借りに なりますか d. 借りる ことが できますか

① a, b ② a, c ③ b, c

④ b, d ⑤ c, d

16. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것을 <보기>에서 고른 것은?

󰀻

<보 기>

a. いけませんか b. しまいませんか

c. もらえませんか d. くださいませんか

① a, b ② a, c ③ b, c

④ b, d ⑤ c, d

17. 빈칸에 들어갈 말로 가장 알맞은 것은?

木村 : パクさん、スーパーの ほうは 。

パク : はい、おかげさまで。お客さんも たいへん 増えました。

① うまいですか ② うまいでしょうか

③ うまく なりますか ④ うまく ないんですか

⑤ うまく いって いますか

うるさい……。

あのう、ちょっと 静かに して

。 あ、すみません。
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18. 빈칸에 공통으로 들어갈 말로 알맞은 것은?

A : ごはん まだ？ おなか んだけど。

B : うん、もう ちょっとで できるから。

A : 明日の 8時に 出発したら 10時までに 成田空港に 着きま

すか。

B : 日曜の 午前は 道が ので だいじょうぶだと 

思います。

*出
しゅっ

発
ぱつ

: 출발

① あいてる ② あけてる ③ こんでる

④ すいてる ⑤ とまってる

19. 도쿄의 월별 평균 기온(気
き

温
おん

) 및 강수량(降
こう

水
すい

量
りょう

)을 나타낸 

그래프이다. 내용과 일치하지 않는 것은? [1점]

① 8月は 7月より あついです。

② 3月は 10月より 気温が ひくいです。

③ 10月は 7月より 降水量が おおいです。

④ 11月は 3月より 降水量が すくないです。

⑤ 1月と 5月の 降水量は ほとんど おなじです。

20. 빈칸 (a), (b)에 들어갈 말로 알맞은 것은?

A : ちょっと 電話が (a) んですが……。

B : じゃ、もう 一度 おかけします。

A : 大学を 卒業した 後は どうなるんだろう。

B : (a)  さきの ことだから (b) 。

(a) (b)

① とおい － 心配しなくて

② とおい － 心配しないで

③ ながい － 心配しなくて

④ いそがしい － 心配しないで

⑤ いそがしい － 心配しなくて

21. 빈칸 (a), (b)에 들어갈 말로 알맞은 것은?

エリ : リカ、今 どこ？

リカ : ちょうど 家を (a)  ところ。ごめん、ちょっと 

おそく なる。

エリ : うん、 (b) 。

　    (a) (b)      　　      (a) (b)  

① 出る － 知った ② 出た － わかった

③ 出た － 知った ④ 出かけた－ わかった

⑤ 出かけた － 知った

22. 빈칸에 들어갈 말로 가장 알맞은 것은?

むすこ : お母さん、行ってきます。

はは : かさは？

むすこ : 。

はは : 午後からは 雨だそうよ。

むすこ : じゃ、持って 行く。

① まだ 雨か ② もう 雨か

③ 雨なんだけど ④ はれてるけど

⑤ 雨、降ってるよ

23. 선생님의 지시를 듣고 ‘さおり’가 취해야 할 동작은? [1점]

先生 : これから ゲームを はじめます。ひだりうでを

あげて、みぎ足を うしろに ゆっくり あげます。

さおりさん！ ひだりうでですよ。

① ② ③

④ ⑤

24. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것을 <보기>에서 고른 것은?

ゆき : お母さん、テレビ 見てから ごはん 食べても いい？

はは : 。

<보 기>

a. だめ     b. いいよ     c. そうかも     ｄ. そうです

① a, b ② a, c ③ b, c

④ b, d ⑤ c, d

気温

降水量

気温(°C) 降水量(mm)

(月)
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* 확인 사항

◦답안지의 해당란에 필요한 내용을 정확히 기입(표기)했는지 확인

하시오.

25. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것을 <보기>에서 찾아 순서

대로 바르게 배열한 것은? [1점]

A : 。

B : ええ、楽しかったですよ。あついだろうと 思ってたんです

けど、 。

A : そうですか。それは 。

　

<보 기>

a. よかったですね

b. 旅行は どうでしたか

c. 思ったより すずしかったし

① a－b—c ② b—a—c ③ b—c—a

④ c—a—b ⑤ c—b—a

26. 빈칸에 들어갈 말로 가장 알맞은 것은? [1점]

① やはり ② あとから ③ おさきに

④ よろしく ⑤ よろこんで

27. 대화에서 A가 보러 가기로 한 방은? [1점]

A : 安い 部屋を さがして いるんですが。せまくても けっこう

です。

B : 駅から 歩いて 30分の ところが ありますけど。

A : それは ちょっと……。

B : それでしたら、ちょっと 古いんですけど、歩いて 3分って

いう ものが あります。さっきのよりも もっと せまく

なりますが……。

A : じゃ、それを みせて ください。

① 駅から ちかくて たかい 部屋

② 駅から ちかくて やすい 部屋

③ 駅から とおくて ふるい 部屋

④ 駅から とおいが やすい 部屋

⑤ 駅から とおいが ひろい 部屋

28. 글의 내용으로 알 수 없는 것은?

  ことばは 文化であると よく 言われます。あいさつを する 

とき、日本人は 「いい お天気ですね」と よく 言いますが、韓

国人は その ような ことばを あまり 使いません。その代わり、

韓国語には 「食事、なさいましたか」と いう あいさつの こと

ばが あります。その ことばに 答える とき、韓国人は 軽く

「ええ」と 言う 人が 多いです。しかし、もし 日本人に 「食

事、なさいましたか」と 聞いたら たいていの 人は 「いいえ、

今日は いそがしくて まだ 食べて いません」などと くわしく 

答えます。日本人は その ような ことばを あいさつとは 考え

ないからです。

*その代
か

わり : 그 대신

① 언어는 문화와 관련이 있다.

② 한국과 일본은 인사말의 소재가 서로 다르다.

③ 일본어는 식사나 날씨를 소재로 한 인사말이 발달되어 있다.

④ 일본인은 ‘食事、なさいましたか’라는 말에 자세히 대답한다.

⑤ 한국인은 ‘날씨가 참 좋네요’라는 인사말을 별로 쓰지 않는다.

29. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것은?

むすめ : はい、田中です。

キ厶 : あのう、田中先生の 友だち、キ厶ですが、先生、

いらっしゃいますか。

むすめ : ああ、先生。こんにちは。

は ちょうど 今 でかけて いるんですが。

帰ったら お電話が あったと 伝えて おきます。

① 父 ② 先生 ③ 田中さん

④ お父さん ⑤ 田中先生

30. 글의 내용과 일치하는 것은? [1점]

  今日は はじめて まつりに 行き

ました。人が たくさん いて、ゆか

たを 着た 人も おおかったです。

私も 今度 着て みたいと 思いまし

た。友だちと いろいろな 食べ物を 

食べながら みちを あるきました。

そこから きれいな はなびも みえ

ました。たのしい 一日でした。

① 어제 처음으로 ‘まつり’에 갔다.

② ‘まつり’에 모인 사람은 적었다. 

③ 길에서 ‘はなび ’는 볼 수 없었다.

④ 여러 음식을 먹으며 길을 걸었다.

⑤ 나는 ‘ゆかた’를 입고 ‘まつり’에 갔다.

 どうぞ。
あ、ありがとうございます。
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